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 平成 18年 5 月 26 日 
各  位 

会社名  株式会社タカラトミー 
代表者名 代表取締役社長   富山 幹太郎 
(コード番号 東証第１部 7867） 
問合せ先 執行役員管理本部長 久保 亮三 
（T E L     03-3603-2134） 

 
「平成 18年 3月期 決算短信（連結）」の一部訂正に関するお知らせ 

 
 
 
 当社は、平成 18 年 5 月 25 日付で発表いたしました開示資料「平成 18 年 3 月期 決算短信
（連結）」の一部に誤りがありましたので、下記のとおり訂正させていただきます。 
 
 

記 
 

１．訂正事由 
   平成 18 年 3 月期の「個別」損益計算書において、平成１８年４月及び５月に株式譲渡

予定のある子会社について、株式譲渡に伴う損失見込み額を関係会社投資損失として引当

金計上しておりますが、平成１８年３月期「連結」決算処理において修正後発事象として

の当該引当金の計上不足が判明いたしました。「連結」損益計算書における引当不足額は

1,661百万円であり、この結果、「連結」当期純損失額を 8,051 百万円から 9,712百万円へ
訂正させていただきます。 
   他に、一部表記と数値の訂正を併せて行なっております。 

    なお、「個別」損益計算書における変更はございません。 
 
２．訂正内容 
   以下の下線部の部分を訂正いたします。 
 
 
① １ページの 1.平成 18年 3 月期の連結業績（平成 17 年 4 月 1 日~平成 18年 3月 31 日） 

(1)連結経営成績 
  訂正前（誤）  訂 正 後 （ 正 ） 

 当期純利益 当期純利益 
 

18年３月期 
百万円 

△8,051 
百万円 

△9,712 

 
 １株当たり当期純利益 １株当たり当期純利益 
 

18年３月期 
円 

△182 
銭 
07 

円 
△219 

銭 
43 

 
 株主資本当期純利益率 株主資本当期純利益率 
 

18年３月期 
％ 

△32.3 
％ 

△40.3 
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(2)連結財政状態 
  訂正前（誤）  訂正後（正） 

 株主資本 株主資本 
 

18年３月期 
百万円 

28,528 
百万円 

26,867 

 
 株主資本比率 株主資本比率 
 

18年３月期 
％ 

24.4 
％ 

23.0 
 
 １株当たり株主資本 １株当たり株主資本 
 

18年３月期 
円 

305 
銭 
53 

円 
287 

銭 
71 

 
②５ページの企業集団の状況（関係会社の状況） 
(2)連結子会社 
訂正前（誤）                 

関係内容 

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
事業内容 

議 決

権 の

所 有

割合 

役員の兼

任等 
資金援助 

営業上の

取引 

設備の賃

貸借 

業務提携

等 

事業内容 

T2L㈱ 
千葉県流

山市 
100 

玩具事業・そ

の他の事業 

(ロジスティ

ックス) 

100% 有 運転資金 

当社製品

の加工及

び保管・

運送等の

委託 

事務所建

物の賃貸 
－ － 

 
訂正後（正） 

関係内容 

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
事業内容 

議 決

権 の

所 有

割合 

役員の兼

任等 
資金援助 

営業上の

取引 

設備の賃

貸借 

業務提携

等 

事業内容 

㈱T2L 
千葉県流

山市 
100 

玩具事業・そ

の他の事業 

(ロジスティ

ックス) 

100% 有 運転資金 

当社製品

の加工及

び保管・

運送等の

委託 

事務所建

物の賃貸 
－ － 

 
③８ページの企業集団の状況（関係会社の状況） 
(3)持分法適用関連会社 
訂正前（誤）                 

関係内容 

名称 住所 

資本金 

（百万

円） 

事業内容 
議決権の

所有割合 役員の兼

任等 
資金援助 

営業上の

取引 

設備の賃

貸借 

業務提携

等 

事業内容 

タカライン

デックス eR

ラボ㈱ 

東京都 

台東区 
87 
玩具類の

開発 
66.7% 有 － 

当社版権

料の支払 
－ － － 
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訂正後（正） 

関係内容 

名称 住所 

資本金 

（百万

円） 

事業内容 
議決権の

所有割合 役員の兼

任等 
資金援助 

営業上の

取引 

設備の賃

貸借 

業務提携

等 

事業内容 

タカライン

デックス eR

ラボ㈱ 

東京都 

台東区 
87 
玩具類の

開発 
32.3% 有 － 

当社版権

料の支払 
－ － － 

 
 
④１０ページの２経営方針５．中長期的な経営戦略と課題の[対処すべき課題と対応方針] 
(2)財務基盤の早期回復 

訂正前（誤） 訂正後（正） 
 ・ 期間収益の確保、資産のスリム化等を通じて、連

結純資産比率を現状の 24％から 30％台に回復し

ていきます。 

 ・ 期間収益の確保、資産のスリム化等を通じて、連

結純資産比率を現状の 23％から 30％台に回復し

ていきます。 
 
⑤１１ページの３．経営成績及び財政状態 1.経営成績 
(1)当期の概況 

訂正前（誤） 訂正後（正） 
当期の業績につきましては、売上高は 185,581 百万

円（平成 17 年 3 月期比 122.9％増）、経常損失は 1,044

百万円（平成 17 年 3 月期は経常利益 4,119 百万円）、

これに合併等による特別利益 6,803 百万円を加え、同

特別損失 17,845 百万円を控除して、法人税等調整額

3,108 百万円を加算した結果、当期純損失は 8,051 百

万円（平成 17 年 3 月期は当期純利益 1,680 百万円）

となりました。   

当期の業績につきましては、売上高は 185,581 百万

円（平成 17 年 3 月期比 122.9％増）、経常損失は 1,044

百万円（平成 17 年 3 月期は経常利益 4,119 百万円）、

これに合併等による特別利益 6,803 百万円を加え、同

特別損失 19,507 百万円を控除して、法人税等調整額

3,108 百万円を加算した結果、当期純損失は 9,712 百

万円（平成 17 年 3 月期は当期純利益 1,680 百万円）

となりました。   
 
⑥１３ページの３．経営成績及び財政状態 １．経営成績 
(2)次期の業績見通し 

訂正前（誤） 訂正後（正） 
平成 18 年度連結売上高は、170,000 百万円（平成

17 年度比 8.4% 減）、経常利益 6,500 百万円（平成 17

年度は 1,044 百万円の経常損失）、当期純利益 5,000

百万円（平成 17 年度は 8,051 百万円の当期純損失）

と予想しております 

平成 18 年度連結売上高は、170,000 百万円（平成

17 年度比 8.4% 減）、経常利益 6,500 百万円（平成 17

年度は 1,044 百万円の経常損失）、当期純利益 5,000

百万円（平成 17 年度は 9,712 百万円の当期純損失）

と予想しております 
 
訂正前（誤) 
＜次期の業績見通し＞ 
 平成 19年 3 月期（予想） 平成 18年 3 月（実績） 増減 
 金  額 百 分 比 金  額 百 分 比 金  額 百 分 比 
当期純利益 5,000 2.9 △8,051 △4.3 13,051  － 
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訂正後（正） 
＜次期の業績見通し＞ 
 平成 19年 3 月期（予想） 平成 18年 3 月（実績） 増減 
 金  額 百 分 比 金  額 百 分 比 金  額 百 分 比 
当期純利益 5,000 2.9 △9,712 △5.2 14,712  － 
 
⑦１４ページの２．財政状態 
（１）当期の概況 
訂正前 
 平成 18年 3 月期 平成 17 年３月期 増減額 
資産合計 116,933 55,507 61,426 
負債合計 79,416 33,819 45,596 
資本合計 28,528 21,320 7,208 
 
訂正後 
 平成 18年 3 月期 平成 17 年３月期 増減額 
資産合計 116,933 55,507 61,426 
負債合計 81,077 33,819 47,258 
資本合計 26,867 21,320 5,547 

 
 
①当期末の資産、負債、資本の概況 

訂正前（誤） 訂正後（正） 
資産及び負債につきましては、平成 18 年３月１日付

けの合併による増加により、資産は 61,426 百万円増

加し 116,933 百万円となり、また負債は 45,596 百万

円増加し 79,416 百万円となりました。 資本につき

ましては、合併による増加及び第三者割当増資による

9,709百万円の増加がありましたが、当期純損失 8,051

百万円の計上などにより、7,208 百万円増加の 28,528

百万円となりました。 

資産及び負債につきましては、平成 18 年３月１日付

けの合併による増加により、資産は 61,426 百万円増

加し 116,933 百万円となり、また負債は 47,258 百万

円増加し 81,077 百万円となりました。 資本につき

ましては、合併による増加及び第三者割当増資による

9,709百万円の増加がありましたが、当期純損失 9,712

百万円の計上などにより、5,547 万円増加の 26,867

百万円となりました。 
 
②当期のキャッシュ・フロー状況 
 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

訂正前（誤） 訂正後（正） 
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整

前当期純損失が 12,086 百万円と大きな赤字を計上し

ましたが、合併後期首比較においてたな卸資産が

5,531 百万円減少したことなどにより、4,898 百万円

の支出となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整

前当期純損失が 13,747 百万円と大きな赤字を計上し

ましたが、合併後期首比較においてたな卸資産が

5,531 百万円減少したことなどにより、4,898 百万円

の支出となりました。 
 
（２）キャッシュ・フロー指標のトレンド      

訂正前（誤） 訂正後（正） 

 平成１８年３月期  平成１８年３月期 

株主資本比率（％） 24.4 株主資本比率（％） 23.0 
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⑧１６ページの４．連結財務諸表等 
(1)連結貸借対照表  

  訂正前（誤） 訂正後（正） 

  
当連結会計年度 
（平成18年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成18年３月31日) 

区分 
注記 

番号 
金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅱ.固定資産    

１．有形固定資産   

 (1)建物及び構築物 ※２ 18,334 18,407 

   減価償却累計額    10,905 10,905 

   減損損失累計額  72 72 
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⑨１７ページ４．連結財務諸表等(1)連結貸借対照表  
訂正前（誤） 

    
当連結会計年度 

（平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 

（平成 17 年３月 31 日） 
対前年比 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

増減 

(百万円) 

Ⅱ．固定負債                 

１．社債     4,650     2,000   2,650 

２．新株予約権付社債     5,719     7,000   △1,281 

３．長期借入金 ※２   4,389     1,224   3,164 

４．繰延税金負債     724     ―   724 

５．土地再評価に係る繰

延税金負債 
※１   743     17   725 

６．退職給付引当金     1,927     1,152   775 

７．役員退職慰労引当金     1,676     489   1,187 

８．その他     3,021    1,253   1,767 

固定負債合計     22,850 19.5   13,137 23.7 9,713 

負債合計     79,416 67.9   33,819 60.9 45,596 

（少数株主持分）                 

少数株主持分     8,988 7.7   367 0.7 8,620 

（資本の部）                

Ⅰ．資本金 ※６   3,459 3.0   2,989 5.4 469 

Ⅱ．資本剰余金     6,050 5.2   2,936 5.3 3,113 

Ⅲ．利益剰余金     22,100 18.9   17,759 31.9 4,340 

Ⅳ．土地再評価差額金 ※１   △673 △0.6   25 0.1 △699 

Ⅴ．その他有価証券評価差額  

  金 
    406 0.3   135 0.2 270 

Ⅵ．為替換算調整勘定     △1,785 △1.5   △1,789 △3.2 3 

Ⅶ．自己株式 ※７   △1,028 △0.9   △738 △1.3 △289 

資本合計     28,528 24.4   21,320 38.4 7,208 

負債、少数株主持分及び

資本合計 
    116,933 100.0   55,507 100.0 61,426 
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訂正後（正） 

    
当連結会計年度 

（平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 

（平成 17 年３月 31 日） 
対前年比 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

増減 

(百万円) 

Ⅱ．固定負債                 

１．社債     4,650     2,000   2,650 

２．新株予約権付社債     5,719     7,000   △1,281 

３．長期借入金 ※２   4,389     1,224   3,164 

４．繰延税金負債     724     ―   724 

５．土地再評価に係る繰延

税金負債 
※１   743     17   725 

６．退職給付引当金     1,927     1,152   775 

７．役員退職慰労引当金     1,676     489   1,187 

８．投資損失引当金   1,686   ―  1,686 

９．その他     2,996    1,253   1,742 

固定負債合計     24,512 20.9   13,137 23.7 11,374 

負債合計     81,077 69.3   33,819 60.9 47,258 

（少数株主持分）                 

少数株主持分     8,988 7.7   367 0.7 8,620 

（資本の部）                

Ⅰ．資本金 ※６   3,459 3.0   2,989 5.4 469 

Ⅱ．資本剰余金     6,050 5.2   2,936 5.3 3,113 

Ⅲ．利益剰余金     20,438 17.5   17,759 31.9 2,679 

Ⅳ．土地再評価差額金 ※１   △673 △0.6   25 0.1 △699 

Ⅴ．その他有価証券評価差額金    406 0.3   135 0.2 270 

Ⅵ．為替換算調整勘定     △1,785 △1.5   △1,789 △3.2 3 

Ⅶ．自己株式 ※７   △1,028 △0.9   △738 △1.3 △289 

資本合計     26,867 23.0   21,320 38.4 5,547 

負債、少数株主持分及び資

本合計 
    116,933 100.0   55,507 100.0 61,426 
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⑩１９ページ連結損益計算書 
訂正前（誤） 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
至 平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
至 平成 17 年３月 31 日） 

対前年比 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

増減 
(百万円) 

Ⅶ．特別損失                 

１．固定資産売却損 ※３ 1,208     1       

２．固定資産除却損 ※４ 1,512     50       

３．固定資産臨時償却費   1,127     －       

４．投資有価証券売却損   1,047     －       

５．投資有価証券評価損   1,084     64       

６．建物等取壊関連費用    92     －       

７．製品自主回収費用   －     200       

８．クレーム対応費用    301     －       

９．ゴルフ会員権評価損    45     －       

10．関係会社投資損失    24     －       

11．減損損失  ※５  749     －       

12．合併費用    2,722     －       

13．債権譲渡解約損    184     －       

14．従業員割増退職金    445     －       

15．貸倒引当金繰入額    102     －       

16．棚卸資産評価・処分損    6,188     －       

17．店舗退店損    134     －       

18．役員退職慰労金    33     －       

19．その他   839 17,845 9.6 7 483 0.6 17,361 

税金等調整前当期純利
益又は純損失（△） 

    △12,086 △6.5   3,679 4.4 △15,765 

法人税、住民税及び事
業税 

  1,128     2,098       

法人税等調整額   △3,108 △1,979 △1.1 △144 1,953 2.3 △3,932 

少数株主利益又は損失
（控除） 

    △2,055 △1.1   46 0.1 △2,101 

当期純利益又は純損失
（△） 

    △8,051 △4.3   1,680 2.0 △9,731 
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訂正後（正） 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
至 平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
至 平成 17 年３月 31 日） 

対前年比 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

増減 
(百万円) 

Ⅶ．特別損失                 

１．固定資産売却損 ※３ 1,208     1       

２．固定資産除却損 ※４ 1,512     50       

３．固定資産臨時償却費   1,127     －       

４．投資有価証券売却損   1,047     －       

５．投資有価証券評価損   1,084     64       

６．建物等取壊関連費用    92     －       

７．製品自主回収費用   －     200       

８．クレーム対応費用    301     －       

９．ゴルフ会員権評価損    45     －       

10．関係会社投資損失    1,686     －       

11．減損損失  ※５  749     －       

12．合併費用    2,722     －       

13．債権譲渡解約損    184     －       

14．従業員割増退職金    445     －       

15．貸倒引当金繰入額    102     －       

16．棚卸資産評価・処分損    6,188     －       

17．店舗退店損    134     －       

18．役員退職慰労金    33     －       

19．その他   839 19,507 10.5 7 483 0.6 19,023 

税金等調整前当期純利
益又は純損失（△） 

    △13,747 △7.4   3,679 4.4 △17,427 

法人税、住民税及び事
業税 

  1,128     2,098       

法人税等調整額   △3,108 △1,979 △1.1 △144 1,953 2.3 △3,932 

少数株主利益又は損失
（控除） 

    △2,055 △1.1   46 0.1 △2,101 

当期純利益又は純損失
（△） 

    △9,712 △5.2   1,680 2.0 △11,393 
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⑪２０ページ(3)連結剰余金計算書 
訂正前（誤） 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
 至 平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
  至 平成 17 年３月 31 日）

  
対前年比 
  

区分 
注記番
号 金額（百万円） 金額（百万円） 

金額 
（百万
円） 

Ⅲ．利益剰余金減少高           

１．当期純損失 8,051   －     

２．配当金  350   306     

３．土地再評価差額金取
崩による減少高  923   －     

４．自己株式消却による
減少高  

29   －     

５．役員賞与 147 9,502 150 457 9,045 

Ⅳ．利益剰余金期末残高   22,100   17,759 4,340 

              

 
訂正後（正） 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
 至 平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
  至 平成 17 年３月 31 日）

  
対前年比 
  

区分 
注記番
号 

金額（百万円） 金額（百万円） 
金額 
（百万
円） 

Ⅲ．利益剰余金減少高           

１．当期純損失 9,712   －     

２．配当金  350   306     

３．土地再評価差額金取
崩による減少高  923   －     

４．自己株式消却による
減少高  29   －     

５．役員賞与 147 9,502 150 457 9,045 

Ⅳ．利益剰余金期末残高   20,438   17,759 2,679 
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⑫２１ページ４．連結財務諸表等(4)連結キャッシュ・フロー計算書 
訂正前（誤） 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
 至 平成 18 年３月 31 日）

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
至 平成 17 年３月 31 日）

  

区  分 注記 
番号 

  
金額（百万円） 
  

  
金額（百万円） 
  

増減 
（百万円） 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー：        

税金等調整前当期純利益又は当期純損
失（△） △12,086 3,679   

減価償却費 4,237 1,541   

減損損失 749 ―   

固定資産除却損 1,512 50   

固定資産売却損益 704 △10   

固定資産臨時償却費 1,127 ―   

繰延資産償却額   23 25   

貸倒引当金の増減額 △302 △38   

退職給付引当金の増減額 △1,450 71   

受取利息及び受取配当金 △165 △27   

支払利息 701 195   

投資有価証券売却損益 △4,336 △0   

投資有価証券評価損 1,084 64   

売上債権の増減額 2,680 △1,243   

たな卸資産の増減額 5,531 △962   

未収入金の増減額   74 344   

前払費用の増減額   △95 126   

長期前払費用の増加額   △73 △37   

仕入債務の増減額   △1,414 616   

未払金の増減額   591 132   

未払費用の増減額   △3,293 △111   

預り保証金の増減額   196 34   

その他   2,622 △308   

小計   △1,370 4,142 △5,512 

利息及び配当金の受取額   181 27   

利息の支払額   △695 △226   

法人税等の支払額   △3,014 △729   

 営業活動によるキャッシュ・フロー   △4,898 3,213 △8,111 
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訂正後(正) 

    
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
 至 平成 18 年３月 31 日）

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
至 平成 17 年３月 31 日）

  

区  分 注記 
番号 

  
金額（百万円） 
  

  
金額（百万円） 
  

増減 
（百万円） 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー：        

税金等調整前当期純利益又は当期純損
失（△） △13,747 3,679   

減価償却費 4,237 1,541   

減損損失 749 ―   

固定資産除却損 1,512 50   

固定資産売却損益 704 △10   

固定資産臨時償却費 1,127 ―   

繰延資産償却額   23 25   

貸倒引当金の増減額 △302 △38   

退職給付引当金の増減額 △1,450 71   

投資損失引当金の増減額  1,686 －    

受取利息及び受取配当金 △165 △27   

支払利息 701 195   

投資有価証券売却損益 △4,336 △0   

投資有価証券評価損 1,084 64   

売上債権の増減額 2,680 △1,243   

たな卸資産の増減額 5,531 △962   

未収入金の増減額   74 344   

前払費用の増減額   △95 126   

長期前払費用の増加額   △73 △37   

仕入債務の増減額   △1,414 616   

未払金の増減額   591 132   

未払費用の増減額   △3,293 △111   

預り保証金の増減額   196 34   

その他   2,604 △308   

小計   △1,370 4,142 △5,512 

利息及び配当金の受取額   181 27   

利息の支払額   △695 △226   

法人税等の支払額   △3,014 △729   

 営業活動によるキャッシュ・フロー   △4,898 3,213 △8,111 
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⑬２９ページ連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項４.会計処理基準に関する事項 
(4)重要な引当金の計上基準（へ）投資損失引当金の追加 
訂正後 

 
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
     至 平成 18 年３月 31 日） 

前連結会計年度 
（自 平成 16 年４月１日 
     至 平成 17 年３月 31 日） 

(4)重要な引当金の計上基準 （へ）投資損失引当金 
  関係会社への投資に対する損失に
備えるため、その資産内容などを勘案
して必要額を計上しております。 

 
 
    

 
⑭４６ページ ⑤税効果会計 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生原因の主な原因別の内訳
の訂正      

訂正前（誤） 訂正後（正） 

当連結会計年度 
(平成 18 年３月 31 日) 

当連結会計年度 
(平成 18 年３月 31 日) 

 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳

棚卸資産評価損 760百万円 

貸倒引当金 142  

未払事業税 94  

未払賞与 423  

退職給付引当金 706  

役員退職慰労引当金 738  

棚卸資産未実現利益消去 127  

繰越欠損金 13,246  

減価償却費 782  

投資有価証券評価損 1,619  

製品自主回収引当金 94  

整理損  129  

その他 1,800  

繰延税金資産小計 20,666  

評価性引当額 △14,170  

繰延税金資産合計 6,496  

  

 

    

繰延税金負債     

固定資産圧縮積立金 △189百万円 

子会社留保利益金 △115  

土地再評価に係る繰延税金負債 △743  

資本連結に伴う土地再評価  △350  

その他有価証券評価差額金 △891  

その他 △379  

繰延税金負債合計 △2,670  

繰延税金資産の純額 3,825  
 

 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別の内訳

棚卸資産評価損 760百万円 

貸倒引当金 222  

未払事業税 94  

未払賞与 423  

退職給付引当金 706  

役員退職慰労引当金 738  

棚卸資産未実現利益消去 127  

繰越欠損金 13,246  

減価償却費 782  

投資有価証券評価損 1,619  

製品自主回収引当金 94  

子会社投資損失引当金  1,759  

子会社整理損  129  

その他 1,800  

繰延税金資産小計 22,505  

評価性引当額 △16,009  

繰延税金資産合計 6,496  

      

繰延税金負債     

固定資産圧縮積立金 △189百万円 

子会社留保利益金 △115  

土地再評価に係る繰延税金負債 △743  

資本連結に伴う評価差額  △350  

その他有価証券評価差額金 △891  

その他 △379  

繰延税金負債合計 △2,670  

繰延税金資産の純額 3,825  
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⑮５５ページ （１株当たり情報）の注記 

 訂正前（誤） 訂正後（正） 

 
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
    至 平成 18 年３月 31 日） 

当連結会計年度 
（自 平成 17 年４月１日 
     至 平成 18 年３月 31 日） 

１株当たり純資産額 305.53 円 287.71 円 

１株当たり当期純損失 △182.07 円 △219.43 円 

 

 訂正前（誤） 訂正後（正） 

 
当連結会計年度 

（自 平成 17 年４月１日 
    至 平成 18 年３月 31 日） 

当連結会計年度 
（自 平成 17 年４月１日 
     至 平成 18 年３月 31 日） 

1株当たり当期純利益金額   

連結損益計算書上の当期純利益又
は当期純損失（△） △8,051 百万円 △9,712 百万円 

普通株式に係る当期純利益又は当
期純損失（△） △8,096 百万円 △9,757 百万円 

 
⑯５６ページ連結（重要な後発事象）子会社の株式譲渡について(6)譲渡損の訂正 

訂正前（誤） 訂正後（正） 

当連結会計年度 
（自 平成 17 年４月１日 
   至 平成 18 年３月 31 日） 

当連結会計年度 
（自 平成 17 年４月１日 
     至 平成 18 年３月 31 日） 

子会社の株式の譲渡について 子会社の株式の譲渡について 

１.日本電熱株式会社譲渡の概要 １.日本電熱株式会社譲渡の概要 

 
(6)譲渡損 
    1,028,309,162 円 

 
(6)譲渡損 
    見込み額は平成 18 年 3 月期の連結決算にお
いて取り込まれております。 

２．アステージ株式会社譲渡の概要 ２．アステージ株式会社譲渡の概要 
   
(6)譲渡損 
     

177,202,930円 

 
(6)譲渡損 
     見込み額は平成18 年3月期の連結決算にお
いて取り込まれております。 

 
以上 


